
○地域公共交通の課題 
富士宮市地域公共交通総合連携計画に基づき、宮バスの 
路線拡大、宮タクのエリア拡大を進めている。これらの新公 
共交通システムを持続可能な仕組みにする。 

○計画事業の主な内容 
 ・公共交通イベントの開催 
 ・モビリティマネジメント 
 ・商店街との連携によるサービス事業の実施 
 ・ 「宮バス」｢宮タク」の利用促進のためのＰＲ活動 
 ・観光案内も含めた時刻表の作成 

○計画事業のポイント  
公共交通のＰＲソングの作成や皆で楽しめるイベン 
トを開催し、幼少期から公共共通の必要性を感じて 
もらう。 

○地域公共交通の現況 
民間バス事業者による路線バス事業は利用者の減少に伴 
い年々、廃止・減便が進んでいる。平成20年度から運行開 
始した「宮バス」「宮タク」事業は順調に推移しているが、ま 
だまだ利用促進の余地がある。 

 

平成21年度に策定した「富士宮市地域公共交通総合連携計画」に基づき、公共交通イベント等を開催することによって、民間バ
ス事業者による路線バス及び市営バス事業「宮バス」｢宮タク」の利用促進を図る為の計画事業を実施する。 
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